
本
年
度
、
山
口
県
公
立
学
校
教
頭

会
の
会
長
と
い
う
大
役
を
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
重
責
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆

様
に
対
し
深
く
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
善
意
の
浄
財
は
、
全
国
公
立
学

校
教
頭
会
に
集
約
さ
れ
、
義
援
金

の
総
合
計
が
、
九
百
二
十
八
万
六
千

九
百
三
十
五
円
に
な
り
ま
し
た
。

・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
教
頭
会

・

茨
城
県
小
中
学
校
教
頭
会

・

千
葉
県
公
立
学
校
教
頭
会

・

長
野
県
栄
村

に
送
付
さ
れ
、
被
災
さ
れ
た
学
校
の

た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
こ
と

を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
新
会
員
八
十
一
名
、

総
会
員
五
百
一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、

下
関
市
で
の
春
季
研
修
大
会
を
皆
様

方
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
会
の
内
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

教
頭
職
の
あ
り
方
に
つ
い
て

私
は
こ
れ
ま
で
幾
度
か
研
修
大
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
各
支
部

の
席
に
空
席
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と

を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

教
頭
は
、
学
校
運
営
や
人
材
育
成

の
要
で
あ
り
、
校
長
を
補
佐
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
危
機
に

際
し
て
も
「
疾
風
に
勁
草
を
知
る
」

け
い
そ
う

と
い
う
故
事
成
語
が
あ
る
よ
う
に
、

ど
し
っ
と
構
え
て
対
応
し
て
い
け
る

よ
う
な
存
在
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

使
命
観
を
持
っ
て
研
修
を

指
導
要
領
の
完
全
実
施
に
伴
い
、

組
織
と
し
て
の
教
育
力
や
課
題
解
決

力
が
一
層
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
課
題
に
対
応
し
て

い
く
に
は
、
私
た
ち
の
共
同
実
践
や

研
修
会
を
通
し
て
資
質
向
上
を
め
ざ

し
た
り
、
危
機
管
理
能
力
と
し
て
小

さ
な
問
題
で
も
用
心
し
て
早
め
の
対

処
や
ど
ん
な
こ
と
に
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
過
去
の
事
例
を
参
考
に
し

た
り
し
て
、
職
務
と
し
て
の
能
力
を

怠
り
な
く
磨
い
て
お
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

独
り
を
慎
む

前
の
こ
と
が
職
務
と
し
て
の
能
力

で
あ
る
な
ら
ば
、
独
り
を
慎
む
は
、

春
季
研
修
大
会
で
も
申
し
ま
し
た
が
、

自
分
自
身
を
美
し
く
躾
け
て
い
く
こ

と
だ
と
思
う
の
で
す
。
先
人
の
智
慧

を
も
と
に
、
自
分
を
律
し
、
磨
い
て

い
く
こ
と
を
怠
ら
な
い
こ
と
で
す
。

七
月
末
に
衆
議
院
会
館
に
要
請
訪

問
を
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
他
県

の
某
国
会
議
員
が
近
く
を
通
り
か
か

り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
心
に
も
疚や

ま

し
い
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
し
ょ
う
、

颯
爽
と
し
て
お
ら
れ
、
オ
ー
ラ
を
感

さ
つ
そ
う

じ
近
寄
り
が
た
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

優
れ
た
人
物
は
、
風
格
な
ど
に
な
っ

て
表
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

秋
季
研
修
大
会
に
向
け
て

さ
て
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
対

し
て
新
た
な
テ
ー
マ
で
三
年
間
研
修

を
深
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

何
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校

に
と
っ
て
大
切
な
の
か
を
見
極
め
、

認
め
合
い
・
褒
め
あ
い
・
ユ
ー
モ
ア

の
あ
る
同
僚
性
豊
か
な
学
び
の
場
を

構
築
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
互
い
に

研
鑽
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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①
学
校
数

②
会
員
数

岩
国
・
和
木
支
部

①
小
学
校
三
十
七
校

中
学
校

十
八
校

②
五
十
九
名

今
年
度
も
、
小
学
校
が
一
校
休
校

と
な
り
、
小
中
五
十
五
校
、
五
十
九

名
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
県
の
「
組
織
的
な
学

校
運
営
に
よ
る
学
校
の
総
合
力
の
向

上
」
の
取
組
に
つ
い
て
、
教
頭
と
し

て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
よ

い
か
を
五
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
個

人
の
研
修
も
あ
る
が
、
小
中
合
同
で

グ
ル
ー
プ
研
修
を
年
間
八
回
、
計
画

を
し
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

情
報
交
換
に
よ
り
、
教
頭
と
し
て

の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

柳
井
支
部

①
小
学
校
十
二
校

中
学
校

四
校

②
十
六
名

研
修
組
織
と
し
て
は
、
県
の
組
織

に
合
わ
せ
た
会
報
部
・
研
修
部
・
法

制
部
・
調
査
部
の
４
専
門
部
を
置
き
、

役
割
分
担
を
し
て
意
欲
的
に
研
修
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度

の
主
な
活
動
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。

四
月

組
織
作
り
・
研
修
計
画
立
案

六
、
七
月

教
育
関
係
法
令
研
修

十
二
月

一
般
研
修･

情
報
交
換

二
月

指
導
者
招
聘
研
修
・
ま
と
め

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
研
修
や

市
内
四
ブ
ロ
ッ
ク
の
単
位
教
頭
会
で

連
絡
や
情
報
交
換
を
し
て
教
頭
と
し

て
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

周
防
大
島
支
部

①
小
学
校
十
二
校

中
学
校

五
校

②
十
四
名

本
支
部
は
、
中
学
校
の
統
廃
合
及

び
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
教
頭

配
置
廃
止
の
た
め
、
十
四
名
で
組
織

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
、
二
名
の
新

任
教
頭
が
着
任
し
、
新
し
い
風
を
吹

き
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

本
支
部
の
活
動
内
容
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
年
四
回
の
全
体
研
修

会
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
中
合
同
の
教
頭
会
組
織

で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
て
、
各
中
学

校
区
で
の
研
修
会
を
教
頭
が
中
心
に

な
っ
て
運
営
す
る
こ
と
で
、
小
中
連

携
を
進
め
る
た
め
の
一
助
と
な
っ
て

い
ま
す
。

熊
毛
支
部

①
小
学
校

九
校

中
学
校

三
校

②
十
二
名

上
関
町
、
平
生
町
、
田
布
施
町
の

小
学
校
九
名
、
中
学
校
三
名
の
教
頭

で
組
織
し
て
い
ま
す
。

年
間
四
回
の
定
例
の
研
修
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
県
教
頭

会
の
発
表
の
年
に
あ
た
り
、
臨
時
研

修
会
を
二
回
ほ
ど
設
け
、
研
修
課
題

発
表
内
容
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
う

予
定
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
抱
え

て
い
る
課
題
や
各
校
の
実
践
例
に
つ

い
て
紹
介
し
合
い
、
話
し
合
う
こ
と

で
情
報
の
共
有
化
や
、
学
校
間
の
連

携
や
協
力
体
制
を
深
め
、
さ
ら
に
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
役
立
た
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

周
南
支
部

①
小
学
校
三
十
一
校

中
学
校

十
七
校

②
四
十
九
名

昨
年
度
ま
で
、
小
学
校
の
休
校
が

相
次
ぎ
三
十
一
校
と
な
り
ま
し
た
。

(

内
教
頭
二
人
制
は
小
学
校
三
校
、

中
学
校
が
二
校
で
す
。)

小
中
学
校
合
わ
せ
て
四
十
九
名
の

会
員
で
、
例
年
ど
お
り
合
同
部
会
を

六
回
、
小
中
別
の
部
会
を
四
回
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
県
の
秋

季
研
修
大
会
開
催
の
た
め
に
小
中
合

同
教
頭
会
の
各
部
会
で
準
備
を
進
め

て
い
く
た
め
に
、
開
催
回
数
を
多
く

す
る
予
定
で
す
。
小
中
合
同
の
教
頭

会
と
し
て
五
年
目
を
迎
え
、
本
年
度

は
運
営
も
軌
道
に
乗
り
、
小
中
学
校

相
互
の
連
携
も
深
め
、
充
実
し
た
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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下
松
支
部

①
小
学
校
十
校

中
学
校
三
校

②
十
三
名

一

組
織
と
運
営

下
松
支
部
は
、
小
学
校
十
名
、

中
学
校
三
名
の
計
十
三
名
の
教
頭

で
組
織
し
て
い
ま
す
。
組
織
運
営

は
、
中
学
校
区
ご
と
に
全
体
運
営

部
、
調
査
部
、
研
修
部
か
ら
な
っ

て
お
り
、
原
則
月
一
回
の
研
修
活

動
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
小
中
合

同
、
中
学
校
区
組
織
と
い
う
利
点

を
生
か
し
、
小
中
連
携
や
小
中
の

情
報
交
換
の
場
と
し
て
大
い
に
機

能
し
て
い
ま
す
。

二

研
修
の
概
要

定
例
の
研
修
会
に
つ
い
て

毎
回
、
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
長
か
ら
、
管
理
職
と
し
て
の

資
質
向
上
や
法
令
研
修
、
学
力
向

上
対
策
、
学
校
の
活
性
化
に
向
け

た
学
校
運
営
の
在
り
方
な
ど
に
つ

い
て
の
指
導
講
話
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
わ
れ
わ
れ
教
頭
に
と
っ
て

大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
教
頭
会
理
事

会
報
告
や
各
校
の
持
ち
寄
り
議
題

か
ら
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
に
つ
い
て

本
年
度
は
県
教
頭
会
発
表
一
年

次
に
あ
た
っ
て
お
り
、「
教
育
環

境
整
備
に
関
す
る
課
題
」
に
つ
い

て
中
学
校
別
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
『
連
携
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
小
中
連
携
や
地
域
と
の
連
携

を
ど
の
よ
う
に
強
化
推
進
し
て
い

く
か
を
協
議
し
な
が
ら
研
修
を
深

め
て
い
ま
す
。

光
支
部

①
小
学
校
十
一
校

中
学
校

五
校

②
十
八
名

原
則
と
し
て
月
に
一
度
の
研
修
会

を
開
催
し
、
市
教
委
か
ら
指
導
を
受

け
た
り
、
指
導
者
を
招
聘
し
て
研
修

を
実
施
し
た
り
し
て
い
る
。
小
中
合

同
の
教
頭
会
で
あ
る
利
点
を
生
か
し
、

小
中
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
研
修
主
題
は
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
研
修
主
題
「
学
び
の
連

続
性
を
取
り
入
れ
た
教
育
課
程
の
編

成
と
教
頭
の
役
割
」
～
小
中
連
携
に

よ
る
学
力
向
上
へ
の
取
組
～
を
設
定

し
ま
し
た
。

中
学
校
区
を
単
位
に
小
中
連
携
の

取
組
（
家
庭
生
活
の
し
お
り
、
授
業

改
善
）
を
各
中
学
校
区
に
な
じ
む

形
・
方
法
で
実
践
し
、
成
果
や
課
題

を
ま
と
め
て
秋
季
大
会
の
発
表
に
備

え
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
昨
年

度
と
同
様
に
、
①
大
和
地
区
（
中
一

校
小
四
校
連
携
）
②
島
田
地
区
（
中

一
校
小
四
校
連
携
）
③
浅
江
・
光

井
・
室
積
地
区
（
中
一
校
小
一
校
連

携
）
の
三
地
区
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ

で
の
実
践
を
評
価
し
て
い
る
段
階
で

す
。
各
地
区
で
ど
の
よ
う
に
連
携
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
学
力
向
上
に
繋

が
る
か
鋭
意
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

防
府
支
部

①
小
学
校
十
七
校

中
学
校
十
一
校

②
三
十
名

四
月
に
第
一
回
小
中
教
頭
会
研
修

会
を
開
催
し
、
市
教
委
か
ら
の
指
導

講
話
及
び
伝
達
指
示
を
受
け
た
後
に
、

小
・
中
学
校
に
分
か
れ
本
年
度
の
組

織
づ
く
り
と
研
修
計
画
立
案
を
行
い

ま
し
た
。
五
月
か
ら
二
月
ま
で
は
、

月
一
回
の
予
定
で
研
修
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
市
教
委
か
ら
の
指
導
助

言
及
び
伝
達
指
示
を
受
け
る
と
と
も

に
、
一
人
ひ
と
り
の
持
ち
寄
り
議
題

を
協
議
す
る
こ
と
を
通
し
て
研
修
を

深
め
て
い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
七

月
は
、
小
・
中
学
校
合
同
で
法
令
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

山
口
支
部

①
小
学
校
三
十
二
校

中
学
校
十
七
校

②
五
十
八
名

山
口
支
部
で
は
、
県
立
学
校
等
四

校
（
四
名
）
の
部
主
事
等
も
加
え
て
、

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
中
別
の
部
会
研
修
会
を
基
本
と

し
て
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
資

質
向
上
と
小
中
連
携
を
深
め
る
た
め
、

年
二
回
の
合
同
研
修
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
年
度
は
、
小
学
校
部
会
が
秋
季

研
修
大
会
で
の
提
言
発
表
を
任
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、「
学
校
運
営
組
織

力
を
高
め
る
た
め
の
教
頭
の
役
割
～

人
材
育
成
に
向
け
て
の
組
織
づ
く
り

～
」
を
主
題
に
掲
げ
、
焦
点
化
し
た

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

萩
・
阿
武
支
部

①
小
学
校
二
十
三
校

中
学
校

十
七
校

②
三
十
九
名

基
本
的
に
は
、
小
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
協
力
し
て
い
ま
す
。
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年
間
九
回
の
研
修
会
で
は
、
特
に

学
校
管
理
・
運
営
に
関
す
る
法
令
研

修
を
小
中
合
同
で
講
師
を
招
聘
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
は
、
学
校
運
営
上
の
諸
問

題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
発
表
や
情

報
交
換
を
行
い
、
中
学
校
は
、「
確

か
な
学
力
の
定
着
を
目
指
し
た
学
校

間
の
連
携
を
活
か
す
教
育
の
推
進
」

を
主
題
と
し
て
、
教
頭
の
役
割
に
つ

い
て
研
修
し
て
い
ま
す
。

長
門
支
部

①
小
学
校
十
一
校

中
学
校

六
校

②
十
八
名

昨
年
度
か
ら
中
学
校
が
一
校
減
と

な
り
、
さ
ら
に
小
さ
な
組
織
と
な
り

ま
し
た
が
、
小
中
合
同
で
年
間
八
回

の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
な
研
修
内
容
は
、「
学
校
運
営

上
の
諸
問
題
」「
教
頭
の
職
務
と
教

育
法
規
」
等
で
す
。

教
育
長
や
教
頭
会
顧
問
の
校
長
か

ら
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
三
つ

の
専
門
部
（
事
例
研
究
部
・
法
制

部
・
研
修
部
）
か
ら
の
提
案
研
修
を

実
施
し
、
実
践
発
表
や
情
報
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
管
理
職
と
し
て
の
資

質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

宇
部
支
部

①
小
学
校
二
十
四
校

中
学
校

十
三
校

②
三
十
九
名

広
域
合
併
後
七
年
目
に
な
り
、

小
・
中
学
校
合
同
で
研
修
会
を
行
う

な
ど
一
体
感
も
強
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。特

に
今
年
度
は
、
市
内
す
べ
て
の

小
中
学
校
で
「
学
び
の
創
造
」
推
進

事
業
が
進
め
ら
れ
、「
学
び
合
い
」

を
保
障
す
る
授
業
実
践
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

小
中
連
携
も
推
進
さ
れ
、
各
中
学

校
校
区
内
の
教
頭
同
士
の
繋
が
り
も

よ
り
緊
密
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
と
も
毎
月
研

修
会
を
開
催
し
、
情
報
交
換
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
教
頭
と
し
て
の
資
質

の
向
上
を
め
ざ
し
、
テ
ー
マ
を
決
め

て
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
。

山
陽
小
野
田
支
部

①
小
学
校
十
二
校

中
学
校

七
校

②
二
十
三
名

本
年
度
は
年
六
回
の
定
例
研
修
会

と
二
回
の
法
令
研
修
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
中
国
地

区
公
立
学
校
教
頭
研
修
大
会
（
島
根

大
会
）
第
五
分
科
会
に
お
け
る
、

「
教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上
と
教

頭
の
か
か
わ
り
」
～
信
頼
づ
く
り
と

組
織
力
向
上
の
視
点
か
ら
～
に
つ
い

て
の
発
表
に
向
け
、
以
下
の
予
定
で

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
六
月

実
践
事
例
の
持
ち
寄
り

・
七
月

発
表
原
稿
の
作
成

・
八
月

発
表
原
稿
の
確
認

・
十
月

原
稿
発
表
リ
ハ
ー
サ
ル

・
十
一

月

中
国
大
会
発
表

美
祢
支
部

①
小
学
校
二
十
二
校

中
学
校

八
校

②
二
十
五
名

二
十
四
年
度
の
県
大
会
で
は
「
教

育
課
程
」
の
発
表
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
研
究
テ
ー
マ
を
「
小
中

連
携
に
お
け
る
教
頭
の
か
か
わ
り
」

と
し
ま
し
た
。
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
の
円
滑
な
接
続
・
義
務
教
育
九
年

間
を
見
通
し
た
児
童
生
徒
の
育
成
を

め
ざ
し
、
中
学
校
区
別
八
班
に
分
か

れ
、
研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

毎
月
一
回
程
度
の
研
修
日
を
計
画

し
、
教
育
委
員
会
指
導
の
後
、
研
修

内
容
に
沿
っ
た
班
別
研
修
を
重
ね
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
班
ご
と
の
発
表
等

に
よ
り
、
県
大
会
で
の
発
表
内
容
を

絞
り
、
発
表
原
稿
を
作
成
し
て
い
く

予
定
で
す
。

下
関
支
部

①
小
学
校
五
十
二
校

中
学
校
二
十
二
校

②
八
十
二
名

下
関
支
部
は
教
頭
無
配
置
校
も
含

め
小
中
合
わ
せ
て
七
十
四
校
の
大
規

模
市
と
な
り
、
組
織
、
研
修
も
小
学

校
・
中
学
校
に
分
か
れ
実
施
し
て
い

ま
す
。

小
学
校
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に

は
第
六
分
科
会
二
年
次
と
第
二
分
科

会
一
年
次
、
平
成
二
十
四
年
度
に
は

第
二
分
科
会
二
年
次
と
全
国
大
会
第

二
分
科
会
の
発
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
が
多
い
た
め
、
今
後
も
毎
年
複

数
の
分
科
会
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
え
る
体
制
づ

く
り
」
を
重
点
課
題
と
し
て
研
修
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



新

任

教

頭

と

し

て

新
米
教
頭
の
四
か
月

岩
国
市
立
麻
里
布
小
学
校

教
頭

藤
井

康

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

四
月
八
日
、
初
め
て
見
た
私
の
声
に

怪
訝
な
顔
を
し
な
が
ら
挨
拶
を
返
し

て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
顔
も
今
で
は

す
っ
か
り
緩
み
、
名
前
を
覚
え
て
話

し
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

同
様
に
、
私
も
教
頭
の
仕
事
・
役

割
を
覚
え
て
き
ま
し
た
。
四
月
当
初

の
、
や
る
気
は
十
分
あ
る
の
に
何
を

や
っ
た
ら
い
い
の
か
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
も
ど
か
し
さ
。
学
校
の
こ
と

を
一
番
知
っ
て
い
る
べ
き
な
の
に
、

自
分
が
一
番
知
ら
な
い
と
い
う
情
け

な
さ
。
そ
れ
が
、
校
長
や
第
一
教
頭

に
支
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

現
在
本
校
は
、
耐
震
改
修
工
事
の

真
っ
最
中
。
七
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、

そ
れ
に
伴
う
交
通
指
導
や
児
童
・
施

設
管
理
な
ど
で
息
つ
く
暇
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
が
嬉
し
く
、

学
校
の
た
め
に
働
い
て
い
る
・
少
し

で
も
貢
献
で
き
て
い
る
と
い
う
実
感

が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
教
頭
と
し
て
は
未
熟
で

本
来
の
仕
事
の
何
分
の
一
し
か
出
来

て
い
ま
せ
ん
が
、
学
校
の
た
め
、
笑

顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
先
生
方
の
た
め
に
、
一
生

懸
命
に
務
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

担
任
か
ら
の
贈
り
物

柳
井
市
立
大
畠
中
学
校

教
頭

五
島

均

毎
朝
の
日
課
と
し
て
、
ど
の
学
校

で
も
同
じ
と
思
い
ま
す
が
、
校
舎
出

入
口
の
開
錠
と
い
う
仕
事
が
あ
り
ま

す
。
本
校
の
場
合
、
一
階
の
出
入
口

を
あ
け
、
生
徒
の
下
足
箱
の
点
検
、

教
室
、
ト
イ
レ
周
り
等
、
一
つ
ひ
と

つ
見
て
回
り
ま
す
。
教
室
の
机
の
状

態
や
、
掲
示
物
、
下
足
の
状
況
を
見

て
い
ま
す
と
、
生
徒
と
担
任
が
前
日

に
ど
ん
な
学
校
生
活
を
送
っ
た
か
垣

間
見
る
思
い
が
し
ま
す
。
特
に
教
室

で
は
、
黒
板
に
は
、
担
任
の
先
生
が

生
徒
に
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

た
の
か
、
そ
の
形
跡
が
残
っ
て
い
ま

す
。「
忘
れ
物
を
し
な
い
」「
最
後
ま

で
や
り
ぬ
く
」「
協
力
」･･

･

等
々
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
生
徒
が
登
校

し
て
き
て
、
挨
拶
や
何
気
な
い
会
話

か
ら
、
前
日
の
「
担
任
か
ら
の
贈
り

物
」
を
生
徒
が
ど
う
受
け
と
め
た
か

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
明
る
く
挨
拶

し
て
く
る
生
徒
、
ち
ょ
っ
と
眠
そ
う

な
生
徒
、
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い

生
徒･

･
･

。
反
応
は
ま
ち
ま
ち
で

す
が
、
今
日
一
日
の
学
校
生
活
を
終

え
て
帰
路
に
着
く
と
き
に
は
「
明
日

も
元
気
に
学
校
に
来
る
ぞ
！
」
と
い

う
気
持
ち
を
も
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

教
頭
と
し
て
赴
任
し
て
四
か
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の

報
告
や
庶
務
に
追
わ
れ
な
が
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
一
日
が
過
ぎ
て
い
く
中
、

絶
景
の
大
畠
瀬
戸
が
眺
め
ら
れ
る
朝

の
見
回
り
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も

気
持
ち
の
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
々
、
成
長
し
て
い
く
生
徒
の
元

気
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
生
徒
、
教
職
員
共
に
明
日
も
来
よ

う
と
思
え
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

凡
事
徹
底下

松
市
立
末
武
中
学
校

教
頭

清

寿
光

こ
の
四
月
か
ら
、
ご
縁
が
あ
り
ま

し
て
末
武
中
学
校
に
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
所

も
多
く
、
山
口
県
公
立
学
校
教
頭
会

の
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の
下
、
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
、
生
徒
数
七
百
五

十
七
名
の
大
所
帯
で
す
が
、
明
朗
か

つ
素
直
で
素
朴
な
生
徒
が
多
く
、
あ

い
さ
つ
運
動
、
清
掃
活
動
等
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
職
員
も
、
朝
早
く
か
ら
放
課
後

の
部
活
動
ま
で
生
徒
と
共
に
、
汗
を

流
し
て
い
る
熱
意
の
あ
る
先
生
方
が

揃
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
生
徒
・

職
員
が
「
凡
事
徹
底
」
に
努
め
て
い

る
証
で
あ
り
、
あ
い
さ
つ
・
返
事
・

時
間
厳
守
・
掃
除
・
部
活
動
・
授
業

な
ど
多
く
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で

き
る
集
団
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
で
、

更
に
生
徒
や
職
員
の
資
質
を
高
め
、

保
護
者
や
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学

校
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
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人
材
を
人
財
に
…

防
府
市
立
松
崎
小
学
校

教
頭

藤
井

俊
亮

昨
年
、
教
頭
昇
任
と
同
時
に
、
民

間
企
業
で
の
一
年
間
の
長
期
社
会
体

験
研
修
に
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
。

入
社
試
験
で
多
く
の
学
生
を
面
接
し
、

高
卒･

大
卒
の
若
者
と
と
も
に
厳
し

い
新
入
社
員
教
育
を
受
け
た
。
我
々

の
教
え
子
た
ち
が
、
学
校
の
出
口
や

社
会
の
入
口
で
懸
命
に
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
新
興
国
が
台
頭
し
、
長
く
経

済
が
低
迷
し
て
い
る
今
の
日
本
企
業

が
求
め
て
い
る
人
材
が
ど
う
い
う
も

の
か
を
知
る
こ
と
も
で
き
た
。

社
長
が
、「
教
育
に
は
莫
大
な
費

用
と
労
力
と
真
心
が
必
要
で
す
。
教

育
を
疎
か
に
す
る
組
織
に
未
来
は
な

い
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。
顧
客
か
ら
の

信
頼
を
得
て
、
会
社
に
利
益
を
も
た

ら
す
人
材
を
育
成
で
き
る
か
ど
う
か

が
、
会
社
の
命
運
を
大
き
く
左
右
す

る
。わ

が
教
育
界
も
大
量
退
職
・
採
用

時
代
を
間
近
に
控
え
て
い
る
。
教
育

課
題
が
増
え
、
求
め
ら
れ
る
も
の
が

高
度
で
難
し
く
な
っ
て
き
た
教
育
現

場
で
、
若
手
教
師
が
自
ら
の
仕
事
に

誇
り
を
も
ち
、
生
き
生
き
と
子
ど
も

に
対
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人

材
を
「
人
財
」
に
育
て
る
力
添
え
を

し
て
い
き
た
い
。

新
任
教
頭
と
し
て
の
所
感

萩
市
立
萩
東
中
学
校

教
頭

岡
田

淳
子

「
萩
市
で
す
か
？
」
あ
ま
り
の
遠

さ
に
思
わ
ず
上
司
に
聞
き
返
し
た
日

か
ら
四
か
月
。
家
事
一
切
と
高
校
生

の
次
男
の
毎
日
の
弁
当
作
り
を
主
人

に
任
せ
、
単
身
赴
任
生
活
が
始
ま
り

ま
し
た
。
学
校
は
、
生
徒
数
も
教
職

員
数
も
多
く
、
二
人
教
頭
制
の
伝
統

校
で
す
。
学
校
全
体
が
活
性
感
に
あ

ふ
れ
、
毎
日
が
楽
し
く
、
動
き
な
が

ら
考
え
、
考
え
な
が
ら
動
き
、
人
に

頼
り
っ
ぱ
な
し
で
一
学
期
が
終
わ
っ

た
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
多
忙
な
毎
日
の
中
で
第
一
教

頭
先
生
を
は
じ
め
、
市
内
の
教
頭
会

の
諸
先
輩
方
に
は
本
当
に
温
か
く
親

切
に
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
教
頭
会
で
は
、

三
年
ぶ
り
の
現
場
と
慣
れ
な
い
土
地

の
緊
張
感
で
体
を
こ
わ
ば
ら
せ
て
い

た
毎
日
の
中
で
、
先
輩
方
の
明
る
い

笑
顔
と
開
放
的
な
雰
囲
気
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
ほ
っ
と
し
た

こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
温
か
い
お
仲
間
の
支

え
が
、
地
域
や
人
へ
の
愛
着
と
な
り
、

仕
事
へ
の
パ
ワ
ー
に
つ
な
が
る
よ
う

な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
私
も
職
員
室

の
中
で
そ
う
い
う
存
在
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

家
族
あ
っ
て
の
…

山
口
市
立
平
川
小
学
校

教
頭

兼
重

彰
洋

初
め
て
の
山
口
市
勤
務
、
我
が
家

か
ら
初
め
て
離
れ
て
の
生
活
。
環
境

が
一
変
し
慣
れ
な
い
生
活
の
た
め
か
、

四
月
当
初
は
疲
れ
も
倍
増
し
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。「
体
を
壊
さ
な

い
よ
う
に
」
と
、
た
く
さ
ん
の
人
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
周
囲
の

方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
全
校
児
童
が

千
人
を
超
え
る
大
規
模
校
に
勤
務
す

る
の
も
初
め
て
で
す
。
職
員
の
多
さ
、

児
童
の
多
さ
に
も
驚
く
ば
か
り
で
し

た
。
日
々
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ

り
ま
す
が
、
学
年
部
や
生
徒
指
導
部

を
中
心
に
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
元

気
に
笑
顔
で
通
え
る
学
校
づ
く
り
に

全
校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
山
口
に
下
宿
し
て
い
た
息

子
と
共
同
生
活
を
し
て
い
ま
す
が
、

も
し
単
身
だ
っ
た
ら
…
。
相
当
い
い

加
減
な
食
生
活
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

料
理
、
洗
濯
、
掃
除
、
そ
の
他
細
々

し
た
こ
と
す
べ
て
を
家
族
に
甘
え
て

い
た
こ
と
に
気
付
き
、
今
さ
ら
な
が

ら
反
省
し
て
い
ま
す
。
家
族
か
ら
い

つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
仕
事
が
で
き

て
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
千
の
笑
顔
と
毎
日
出
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
仕
事

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

手
入
れ
と
は
手
で
整
え
る
こ
と

下
関
市
立
川
中
中
学
校

教
頭

前
原

隆
志

本
校
は
、
県
内
で
初
め
て
教
科
セ

ン
タ
ー
方
式
を
大
規
模
校
に
導
入
し
、

二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
全
校
生
徒
六

百
七
十
二
名
が
、
バ
ッ
グ
に
教
科
書

や
ノ
ー
ト
を
詰
め
込
ん
で
一
斉
に
教

科
教
室
へ
向
か
う
姿
は
壮
観
で
す
。

そ
れ
で
も
授
業
の
二
分
前
に
は
着
席

し
、
黙
想
を
し
て
授
業
開
始
を
待
ち

ま
す
。
こ
の
静
け
さ
を
作
り
出
す
ま

で
に
は
先
生
方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦

労
が
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
、
私
は
、
全

て
の
通
学
用
自
転
車
と
空
き
教
室
の

机
を
揃
え
る
こ
と
を
日
課
に
し
て
い

ま
す
。
登
校
し
て
く
る
生
徒
に
声
を

か
け
な
が
ら
自
転
車
を
左
ハ
ン
ド
ル

に
揃
え
て
い
る
と
、
置
き
方
一
つ
に

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
気
持
ち
が
表
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
ま
た
、

毎
日
机
を
並
べ
て
い
る
と
、
学
級
経

営
や
教
科
経
営
の
工
夫
点
や
課
題
が

見
え
て
き
ま
す
。

若
い
頃
、
花
壇
の
世
話
を
し
な
が

ら
先
輩
の
先
生
か
ら
「
手
入
れ
と
は

実
際
に
手
で
さ
わ
っ
て
整
え
て
い
く

こ
と
だ
よ
」
と
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
恵
ま
れ
た

環
境
で
も
規
模
が
大
き
く
て
も
毎
日

の
手
入
れ
を
怠
ら
ず
、
一
層
教
育
効

果
の
上
が
る
学
校
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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新
任
教
頭
と
し
て

下
関
市
立
川
中
小
学
校

教
頭

中
田

み
ゆ
り

昨
年
度
途
中
の
異
動
で
、
新
任
教

頭
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
教
頭
と

し
て
の
仕
事
、
慣
れ
な
い
土
地
で
の

生
活
や
週
末
の
長
距
離
運
転
な
ど
初

め
て
の
こ
と
へ
の
不
安
と
、
途
中
異

動
の
た
め
の
困
難
さ
等
あ
り
ま
し
た

が
、
校
長
先
生
の
温
か
い
ご
指
導
に

よ
り
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

途
中
異
動
は
、
前
教
頭
先
生
の
取

り
組
ま
れ
た
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、
学

校
教
育
活
動
の
よ
う
す
や
成
果
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
さ
も
あ

り
ま
し
た
。
お
陰
で
今
年
の
四
月
は

一
年
間
の
流
れ
が
見
通
せ
て
、
気
持

ち
に
も
ゆ
と
り
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
校
は
、
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
、

諸
課
題
解
決
に
向
け
て
常
に
協
働
体

制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
も
教

頭
と
し
て
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
情
報

収
集
し
、
保
護
者
や
地
域
と
も
つ
な

が
っ
て
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
円
滑
な
学
校

運
営
の
た
め
校
長
を
補
佐
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法

制

部

部
長

湊
谷

道
彦

生
命
を
尊
重
す
る
心
や
お
互
い
を

思
い
や
る
心
な
ど
の
豊
か
な
心
の
育

成
や
、
確
か
な
学
力
・
学
習
意
欲
の

向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
、
健
康
・
体
力
の
向
上
な
ど

学
校
教
育
の
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め

に
私
た
ち
教
頭
は
自
ら
の
資
質
や
能

力
を
高
め
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
学
び
の
保
障
と
夢
や
希
望
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
学
校
の

実
現
を
め
ざ
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
の
教
育
環
境
の
整
備

・
拡
充
な
ど
改
善
や
検
討
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
教
頭
会
も
政
策
提
言
能
力
を
も

つ
職
能
団
体
と
し
て
、
教
育
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
反
映
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。法

制
部
と
し
て
は
、
教
育
関
係
諸

機
関
、
諸
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
効
果
を
高
め
る
た

め
に
教
育
諸
条
件
の
改
善
・
教
職
員

の
資
質
の
向
上
及
び
教
頭
の
地
位
向

上
・
待
遇
改
善
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

具
体
的
な
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、

調
査
部
が
実
施
し
た
調
査
結
果
な
ど

を
も
と
に
、
実
情
に
即
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活

動

計

画

六
月

県
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

七
月

状
況
分
析

全
国
教
頭
会
要
請
部
長
会
議

県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請

八
月

関
係
教
育
団
体
と
の
協
議
会

十
月

県
教
育
委
員
会
へ
の
要
望

一
月

報
告
ま
と
め

研

修

部

部
長

岡
本

壽
之

春
季
研
修
大
会
を
終
え
て

去
る
六
月
十
日
に
下
関
市
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
春
季
研
修
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

総
会
行
事
・
研
修
大
会
開
会
式
が
あ

り
、
今
年
度
の
組
織
・
行
事
計
画
等

が
承
認
さ
れ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
第
九
期
の
一
年
次
と

し
て
、
全
国
統
一
研
究
主
題
「
豊
か

な
人
間
性
と
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
学

校
を
め
ざ
し
て
」
に
つ
い
て
、
第
八

期
の
研
究
成
果
を
生
か
し
主
題
解
明

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。午

後
か
ら
は
、
下
関
市
立
長
府
博

物
館
館
長
古
城
春
樹
氏
を
講
師
に
迎

え
て
「
幕
末
に
学
ぶ
」
と
い
う
演
題

で
、
幕
末
の
長
州
藩
士
の
行
動
を
追

い
な
が
ら
、
現
代
の
激
動
の
時
代
と

重
ね
合
わ
せ
リ
ー
ダ
ー
の
あ
る
べ
き

姿
の
指
針
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

秋
季
研
修
大
会
に
向
け
て

十
一
月
二
十
五
日
に
周
南
市
で
行

わ
れ
る
秋
季
研
修
大
会
の
分
科
会
と

課
題
は
第
九
期
の
全
国
共
通
課
題
に

基
づ
い
た
次
の
六
課
題
六
分
科
会
で

す
。

第
一
分
科
会

教
育
課
程
に
関
す
る
課
題

[

一
年
目

美
祢]

[

二
年
目

光]

第
二
分
科
会

子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
課
題

[

一
年
目

下
関(

小)]

[

二
年
目

防
府(

中)
]

第
三
分
科
会

教
育
環
境
整
備
に
関
す
る
課
題

[

一
年
目

下
松]

[

二
年
目

熊
毛]

第
四
分
科
会

組
織
・
運
営
に
関
す
る
課
題

[

一
年
目

岩
国
・
和
木(

小)
]

[

二
年
目

山
口(

小)]

第
五
分
科
会

教
職
員
の
専
門
性
に
関
す
る
課
題
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[

一
年
目

周
防
大
島]

[
二
年
目

山
陽
小
野
田]

第
六
分
科
会

教
頭
の
職
務
に
関
す
る
課
題

[

一
年
目

長
門(

中)
]

[

二
年
目

下
関(

小)
]

こ
の
六
分
科
会
は
、
継
続
性
・
協

働
性
・
関
与
性
を
研
究
の
柱
と
し
、

一
期
三
年
間
を
二
年
ず
つ
の
サ
イ
ク

ル
（
一
年
の
重
複
）
で
、
研
究
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
研
究
成
果
に
つ
い

て
は
、
各
分
科
会
に
お
い
て
担
当
支

部
に
よ
る
提
言
発
表
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
分
科
会
は
小
中
合
同
の
参

加
型
で
行
い
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的

な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

提

言
担
当
の
各
支
部
を
は
じ
め
、
大
会

引
き
受
け
地
区
の
周
南
支
部
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
中
ご
苦
労

を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

会

報

部

部
長

永
田

博
昭

今
年
度
か
ら
二
年
間
、
第
二
地
区

(

光
市
・
下
松
市
・
周
南
市
・
防
府

市)

の
七
名
が
担
当
し
ま
す
。

会
報
部
の
活
動
の
中
心
は
、「
会

報
」
と
「
か
な
め
」
の
発
行
で
す
。

両
方
と
も
、
県
教
頭
会
の
活
動(

県

教
頭
会
と
し
て
の
活
動
・
各
支
部
の

活
動
等)

を
会
員
の
教
頭
先
生
方
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
会

員
間
の
情
報
交
換
に
役
立
つ
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、

「
県
教
頭
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

発
行
と
な
り
ま
す
。「
会
報
」「
か
な

め
」
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
の
皆
様

に
開
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
他
の
情

報
と
と
も
に
、「
会
報
」「
か
な
め
」

を
し
っ
か
り
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
会
報
」
や
「
か
な
め
」
の
充
実

は
、
会
員
の
皆
様
の
原
稿
へ
の
ご
協

力
が
な
け
れ
ば
あ
り
得
ま
せ
ん
。
今

回
の
「
会
報
」
も
皆
様
の
ご
協
力
で

無
事
発
行
で
き
ま
し
た
。
次
の
「
か

な
め
」
で
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

活

動

計

画

六

月
・
第
一
回
会
報
部
会

編
集
方
針
・
活
動
計
画

七

月
・
「
会
報
」
原
稿
依
頼

八

月
・
「
会
報
」
原
稿
収
集

・
第
二
回
会
報
部
会

「
会
報
」
編
集
・
校
正

・
第
三
回
会
報
部
会

「
会
報
」
最
終
校
正

九

月
・
「
会
報
」
第
三
十
三
号
発

行

十

月
・
「
か
な
め
」
原
稿
依
頼

・
第
四
回
会
報
部
会

「
か
な
め
」
編
集

・
第
五
・
六
回
会
報
部
会

十
二
月
・
「
か
な
め
」
校
正

一

月
・
第
七
回
会
報
部
会

「
か
な
め
」
最
終
校
正

二

月
・
「
か
な
め
」
第
三
十
二
号

発
行

調

査

部

部
長

藤
友

秀
樹

今
年
度
は
、
第
三
地
区
七
名
が
調

査
部
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。調

査
部
は
、
県
内
の
教
頭
先
生
方

の
勤
務
の
実
態
把
握
及
び
教
育
条
件

の
整
備
に
役
立
つ
資
料
作
成
を
主
な

活
動
と
し
て
お
り
ま
す
。
一
学
期
に

は
、
大
変
お
忙
し
い
中
を
、
全
国
お

よ
び
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー

タ
を
集
計
・
分
析
し
、
で
き
る
だ
け

わ
か
り
や
す
い
資
料
と
し
て
整
理
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

過
去
の
調
査
結
果
を
み
ま
し
て
も
、

学
校
教
育
を
と
り
ま
く
状
況
は
ま
す

ま
す
複
雑
多
様
化
し
、
教
員
が
落
ち

着
い
て
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
教
頭
と
し
て
力
を
注
ぎ

た
い
業
務
は
、
授
業
を
は
じ
め
と
し

た
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
見
渡
し
、

各
学
年
や
教
職
員
と
き
め
細
か
な
連

絡
調
整
や
支
援
を
施
し
な
が
ら
、
学

校
運
営
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
状
は
、
膨
大
化
し
て
き
た
雑

務
に
忙
殺
さ
れ
、
教
頭
と
し
て
の
本

来
の
役
割
に
腰
を
落
ち
着
け
て
取
り

組
め
な
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
で
は
学
校
教
育
の
質
の
向
上
な

ど
無
理
な
話
で
す
。

教
育
改
革
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

は
じ
め
て
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
一
旦
、
教
育

に
お
け
る
我
々
の
常
識
を
す
べ
て
疑

い
、
思
い
切
っ
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
行

う
こ
と
が
改
革
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
欠
か
せ
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
調
査
部
で
整
理
す
る
資

料
が
、
単
な
る
状
況
把
握
の
み
に
終

わ
る
こ
と
な
く
、
教
育
改
革
を
進
め

る
た
め
の
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
役
割
を

果
た
せ
る
も
の
に
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、
調
査
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結
果
を
踏
ま
え
、
法
制
部
な
ど
と
連

携
し
つ
つ
、
今
後
に
向
け
た
具
体
的

な
提
言
や
そ
の
実
現
に
向
け
た
行
動

に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

活

動

計

画

五

月

調
査
部
発
足

組
織
づ
く
り

全
国
調
査
配
布

山
口
県
調
査
配
布

六

月

各
調
査
の
実
施

七

月

各
調
査
回
収
・
集
計

八

月

各
調
査
集
計

九

月

調
査
結
果
編
集
会

（
編
集
と
校
正
）

十

月

調
査
結
果
校
正

十
一
月

調
査
結
果
の
発
表

十
二
月

教
頭
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

「
学
校
運
営
必
携
」
の

作
成
に
あ
た
っ
て

学
校
運
営
必
携
作
成
委
員
会

更
に
充
実
し
た
「
必
携
」へ

平
成
二
十
年
度
末
に
学
校
運
営
上

の
諸
問
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

日
常
的
に
活
用
で
き
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
、「
学
校
運
営
必
携
」（
以

下
、
必
携
）
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

異
な
る
視
点
か
ら
原
稿
を
検
討
す

る
こ
と
で
、
よ
り
使
い
や
す
い
必
携

を
作
成
す
る
た
め
に
、
県
内
の
各
地

区
で
担
当
原
稿
を
変
更
し
て
確
認
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
本
会
報
に
よ
る
と
、
教

頭
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
、
第
一
位
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
多
く
の
教
頭

先
生
方
に
手
に
し
て
も
ら
え
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
必

携
を
常
に
手
に
取
れ
る
と
こ
ろ
に
お

い
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
育
児
休
業
」
に
つ
い

て
の
質
問
が
校
内
の
先
生
方
か
ら
出

さ
れ
た
時
は
、
ま
ず
、
必
携
に
手
を

伸
ば
し
ま
す
。
必
携
に
は
「
育
児
休

業
」
の
概
要
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
ま
か
な

と
こ
ろ
は
こ
れ
で
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
関
連
す
る
法
令
も
明
記
し

て
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
、
教

育
小
六
法
や
教
育
関
係
法
令
要
覧
に

目
を
通
す
と
い
う
よ
う
に
、
ま
さ
に

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
更
に
使
い
や
す
い

必
携
を
め
ざ
し
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意

見
・
お
気
付
き
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

会
員
全
員
の
力
で
「
役
に
立
つ
」

「
使
い
や
す
い
」
必
携
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

教
頭
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

一
層
の
活
用
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
推
進
委
員
会

教
頭
会
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
を
！

八
月
二
十
五
日
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
平
均
ア
ク
セ
ス
を
見
る
と
「
三

十
」。
平
成
二
十
一
年
度
は
「
三
十

九
」、
平
成
二
十
二
年
度
は
「
三
十

三
」
で
、
今
年
は
そ
れ
を
若
干
下
回

っ
て
い
ま
す
。
年
度
末
と
年
度
途
中

の
数
字
の
比
較
な
の
で
，
そ
の
ま
ま

ア
ク
セ
ス
減
と
い
う
評
価
に
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
が
，
分
析
は
必
要

で
し
ょ
う
。

他
県
の
Ｈ
Ｐ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

全
公
教
で
確
認
で
き
た
公
式
Ｈ
Ｐ
開

設
は
二
十
団
体
で
す
。
閲
覧
し
た
結

果
，「
本
県
の
Ｈ
Ｐ
は
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
が
高
い
」
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
「
Ｉ
Ｄ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
に

よ
る
ロ
グ
イ
ン
で
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
」「
多
彩
な
内
容
」「
分
か
り
や
す

く
ま
と
ま
り
の
あ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ

ン
」「
定
期
的
な
更
新
」
な
ど
で
す
。

こ
れ
は
「
本
県
の
Ｈ
Ｐ
が
使
え

る
」
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ

く
り
Ｈ
Ｐ
閲
覧
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
と
思
い
ま
す
が
，
ま
ず
は
一
度
ア

ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
お
知
ら
せ

し
て
い
る
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ
グ
イ
ン

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
る
県
の
Ｈ
Ｐ

に
は
Ｂ
Ｂ
Ｓ(

掲
示
板)

が
開
設
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
，
利
用
者
が
な
い
た

め
に
閉
鎖
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

情
報
の
提
供
・
発
信
だ
け
で
な
く
，

双
方
向
の
情
報
交
換
・
共
有
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
，
お
気
づ
き
・
感
想
を
ぜ

ひ
教
頭
会
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


